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　Abasic　patt¢ m 　making 　of 　uppcr 　tnmk （shert −mcasuremem 　dra価 ng 　sy5tcm ）was 　con   ived
using 　 only 　human 　body　 measuremcnts 。　 We 　presumcd 　that　 a　 c且osely 　 and 　 simply 　 covercd 　gar−

ment 　was 　a　nearly 　developable　su τ血 ce 　sim 皿ar 　to　polyhedren，　and 　applied 　the　principle50f　5u 血 ce

developmen止 me 出 od ，　with 　tbc　consideration 　of 　the　characteristlcs 　of 　fabrics　and 　the 　5implicity

in　clo 【hing 　pattern　making ．　 Body 　 measurements ，　
dra血ing　 and 　wearing 　tes 鵬 were 　done．　 WaiSt

linc　was 　assumed 　as　horレontaL 　Body 　su 血 ce　longth5　which 　us ¢ fbr　dra『t血g　or 　dcvclop皿 ¢ nt 　werc

measured 　with 　a　measuring 　tape．　 Plan　views 　f（）r　deve星opment 　were 　madc 　by　the 　horizontal　cr ｛）ss−

s   tions　 of 　di飾 rent 　par窃 of 叩 per　trunk 　being　drafted　by　3−dimensional　 measuring 　 apparatus ．

Basic　pattern　con 匙our 　wa3 　drafted　using 　width 　Qf 　pattern　detcrmined　by　the 　plan　views 　and 電ape −

measured 　values ．　 Waist　darts，　fro　m 　pl跏 view5 ，　were 　entered 　in　basic　p飢 tern．　 The　test　was

conductcd 　on 山 e　righ こhalf　of 　body
，
　using 　nine 　plasters　models 　and 　one

‘‘bodゾ
，

　Results　were 　Ibしmd 皿 osdy 　appropriate
，
　but　some 　shortage 　wa3 　noted 　in　outs 　ide　doth　due　to

s じ wing 　allσ wance ．1n　conelusion ，　extra 　O．1−0．2　cm 　was 　added 　to　4　itemg　of 　shoulder 　part．　The
repOrted 　system 　will 　cffectiv ¢ 1y　scrve 　not 　on 里y　fbr洫 divid岨 艮p飢 tem 　rnakings

，　and 　fbr　the 　deter−

mination 　of 　data　notation 　ofupper 　trunk 　rnOdcls ，　but　also 董br　the　correction 　efpropOrtionally −dra氏ed

basic　Patt¢ rns 　and 　scru し且皿 y　of　dra氏ing　systems ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Receivcd　December 　4，1989）

Keywards ： basic　pattern　making 　of 　upper 　trunk 　上半身原型作図法 ，
　 basic　pattern　maLing 　by

graphycs 図 学的 原型作図法，　 short ・mcasurcmcnt 　 drafting　 3ystem 　 for　basic　pattern　短寸式原型

作図法．

　1． 緒　　雷

　人体を平面的な布 地 で 被覆す る と き，密着衣 で あ っ て

も，人体形態 に 対 して あ る程度単純化 した 立体と して被

覆し て い る こ とに な る．こ の こ とはす で に 経験的に 知 ら

れ て お り， こ の 前提 で 行わ れ て い る研究1）
もあ り，筆者

もすで に ，石膏包帯 に よっ て 求め た体表面の 展開図と，

布地に よ る密着衣展開図との 間に は 差 の ある こ とを検討

しte2，．そ こ で本研究 で は，密着衣 の 観察か らこ の 立体

を 多面体に 近 い 可 展面近似立体と解釈 し，図学的な 展開

図作図 原理 を 応用 し て ，成人女子を 対象 と した 上 半身原

型 （以 下原型 と略す ） 作 図 方 法 を 検討 した，

　 こ の 方法 に つ い て は す で に 1977年か ら 成人 女 子 7仙

名に つ い て 試み て お り
S）−S｝

， お お むね 適合 の よい こ とは

認め られ る もの の ，テ ーブ メ ジ ャ
ー

に よる人 体計測で は

体表の 柔軟性か ら避けが た い 誤 差 が含 ま れ，計測誤差

と，理論誤差が 混在 した 状態とな っ て 結論に 至 らなか っ

た．そ の た め 本実験で は被験者として，人体か ら採取 し

た 石膏型を用 い て ，計測誤差を最小に 抑えて ， 作図理 諭
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を お もに 検討 した ．

　従来 ， 原型に つ い て は 各教育機関に お い て ，各種 の 原

型作図方法が定め られ ，

一
般に 利用 され て い る が ， それ

ら の 間1　 ｝tか な りの 相違があ り，また それ ら はバ ス ト，

背丈な ど 2 〜 4個の 計測値を用い ， 他の 部位 は 主として

バ ス トを用い て算出す る方法（胸度式作図法 preportion・

a！drafting　 system ）で あ る こ とか ら， ある バ ラ ソ ス を

もっ た 原 型 は で きる もの の，個体の 形態的特性 は入 れ に

くく， さ らに その 作図法 の 背景 となる 理論や データ の 示

され て い る もの は 非常に 少ない．

　 また 原型に 関す る 研究で は ，個体の 特性を 部分 的に 原

型 に 組み入れ る こ とを意図した研究
6⊃

， 上半身密着衣展

開図か ら， 展開図上 の 寸法と同部位の 体表長 との 関係を

検討 した 研究
1｝

， 体型に 適合させ た 原型各部の 計測値 ，

あ るい は そ れ ら と， 体表 角度を 含 む 体型計測 値 との 関係

を多変量解析に よ り検討 した 研究
7，闇9）

等は み られ る もの

の
， 作図 方法そ の もの を 対象 と した もの は 部分的な 研 究

がみ られ るの み で あ る．

　本実験で は 人体と原型衣 の 適合条件を 明確に し， そ れ

に した が っ て 図学的 な展開図作図に 必 要 とす る人体各 部

の 計測を行い
， 原則 としてそ の 計測値の み を用い て 作図

す る もの とした，すなわ ち ， 胸度式原型作図法に対 して

い えば，短寸式原型 作図法 （short ・measuremcnt 　draft−

ing　 system の
一

種 であ る．

　2． 実験方法

　（1）被 験 者

　20〜2且歳の 女子 9名の ，主 として 胴部の 形態を石膏包

帯で 採取 した もの を雌形と して 作製 した石膏像9 体 と，

人台 1体 ， 計 10体を被験者に代わ る もの として 用い た．

以下 こ れ ら を 人体 像 と よぶ．

　（2）原型 衣適合条件の 設定

　人体 と原型衣の 適合条件は そ の 目的 とす る フ ォ ル ム に

よ っ て 異な る．本実験 で は タ イ ト フ ィ ッ ト （密着衣） と

した，適 合 条件 は 次 の とお りに 設定 し た ．

　  前 ・後中心 に は ， 布地の た て糸が通 り，人体 の 前

後か らの 正中矢状方向の 視線で み て それぞれ垂直に な っ

て い る こ と．

  ウ エ ス ト ラ イ ソ （WL ） に は よ こ糸が通 り，か つ

基準線と して体表に 記 した WL に
一
致 し て 水平に 落 ち

着 い て い る こ と，

　  えりく
’b ， そで ぐりは ， 体表 ee記 した くび付根線，

腕付根線 また は仮そ で付線に沿 e て，局部的 な浮きや 加

圧 の ない こ と．

糾

  肩 縫 目線 は肩 稜 線 上 に あ っ て ，肩 傾斜 に 沿 っ て い

る こ と，

  全体 に 加圧 の ない 状態 で 布面が 体表凸面に 接触 し

て お り，しわ，つ れ，た るみ の な い こ と．

　  　布目は，肩縫 目線 で ご くわずか 前肩をの ば す操作

と，後ろ 肩 の わずか な い せ こ み 操 作 の ほ か は ，全 体に 伸

び ，縮み，剪断変形 を生 じて い ない こ と．

　（S）原型衣製作

　（2）で 示 し た 条件 で 立 体裁断 で 適合 させ た 原 型 衣 を 観

察 し，そ こ か ら 作図理諭 を抽 出 し， 作図 方法 を組 み 立 て，

そ の 作図方法に 必要 とす る計測項 目に つ い て ，
メ ジ ャ

ー

お よび 3次元 人体計測装置に よ る人 体計測を行 い，その

結果を用 い て 原型を作図 し，原型衣を製作し た．作図理

論，作図 方法お よび計測 方法 に つ い て は 後述する，実験

は 右半身に つ い て 行 っ た ，

　使用 布 は，厚手 シ ー
チ ソ グ （厚 さ 0．35　mm ，糸 密 度

た て 25，4 本／cmt よ こ 23．2本／cm ）と し，縫 い し ろ，

縫製方法 を一定に して ，手縫い で 製作 した．

　（4）試 　　着

　試着して （2）の 適合条件を チ ェ ッ
ク リス トと して適合

の チ ェッ ク ，補正 を行 っ た．不適合部位の 補正筏，写真

撮影を行 っ た．写真は 正投影図 に 近づ け る た め に ，撮影

距離 IOm ，レ ン ズ 中心 高 を バ ス トラ イ ン 高 と して 6 方

向か ら撮影 し，写真rこ よ っ て再 度適合 を チ ＝ッ ク した．

　（5）補正 量の 測定

　補正 した 原型衣 を展開 し，作図上 に 補正箇所 を記録し，

あ らた め て作図 に 使用 した 各部位の 人体計測値 の 補正 量

を測定 した ．

　3．　作図理 M と計測方法お よび作図方法

　（D 作図理 論 の 抽 出

　作図理 論は
， さ きに 示 した 適合 条件 を 満足す る こ と，

作図 方法 が で ぎる限 り簡易で あ る こ と，1枚つ づ きの 布

で 構成 が 可能 で ある こ と，の三 つ の 前提条件に 従 う もの

とした ．こ の 条件に 従 っ て 作図理 論抽出 の た め に 立 体裁

断に よ っ て 人体像上半身 を被覆 した もの が 図 1 で あ る．

　 こ の 状態 を観察す る こ とか ら次 の よ うな 作図理 論お よ

び計測上の 留意点を導くこ とが で きる．

　  被覆状態 を 観察す る と ， 布面は 体表面 に 接 して い

るが，体表の 凹 部で は 平 面化 して 被覆 して い る こ とか ら，

原型衣 の つ くる立体は ，平面 と ， 凸型の 単曲面の 集合体

と考 え る こ とが で き，単 曲面 は 平面 展 開 が 容 易で あ る こ

とか ら ， こ の 立体は 図 学的展 開法を 応用 して 展 開図を作

図す る こ とが可能 と考え られ る．図 2 は 可展面近似立体
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図 1．上半身原型衣
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図 2．原型衣の 立 体 （可 展面 近似立 体）
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図 3，体表長計測部位

と した 場 合 の ，各 構成面 の 境界線 を示 して い る．G 面 は，

個体に よ っ て は 肩甲骨下角の 突出が大きく， 図中に 破線

で 示 した よ うに 2 面に 分割 し た ほ うが よ い 例もある．

　  布面 は ， 体表 の 凹部で は 平面化 され，凸部で は 体

表に 接 し て 被覆 し て い る こ とか ら，ダーツ などを含まな

い 部 分 で は，テ
ーブ メ ジ ャ

ーで の 体表長 の 計測値 と，同

部位の 布面 長 は 同
一

値，また は布面 が体表を 外 まわ りす

るだ けの 余裕を体表長｝こ ブ ラ ス した 値 となれば よ い もの

と考え る こ とが で きる．

　  　こ の 原型衣 立 体の 展開図作図の た め に は，多面体

に 近似 し て い る部分に お い て は 各面 の 辺の 長 さ， 角度等

の 計測 が必要で あ る．しか し こ の 場合は 人体か ら計測す

る た め，原型衣 立 体を 想定 し て 角度を 計測す る こ とは 不

可 能 で ある と考 え られ る こ とか ら， 各辺 の 長 さを用 い て，

適合条件     を 前提 とし 三 角形 ， 四角形 の 合 同条件

に 従 っ て 作図す る こ とに な る．た だ し図 2 に み る よ うに ，

え りぐりを 含む C 面お よ び 1 面 で は ， そ の ま ま で は

SNP の 展開図上 の 位置が定 ま らな い た め，　 SNP，　 SP，，

BP，お よび SNP，　SP2，肩 甲上 部後突点を頂点 とす る三

角形を 重ね て 設定す る こ とに よ っ て SNP の 位置を 求め

る こ とがで きる．また そで ぐりを 含tr　D ，　E，　F，　G 面で は，

背幅，胸幅 の 計測値の 追加が必要 で ある．図 3 はそ れ ら

の 計測部位を示 して い る．

　  前 ・後中 心 長 は ，左 右の 乳 房，左 右の 肩甲骨 の 突

出 を カ バ ーす る た め の 長 さを必 要 とす る．

　  　適合条件   ，  に 従えば パ ス トポ イ ソ ト， 肩甲

骨後突点， 後腋点 ， 前腋点等の 高さ の 異な る外方突出点

を包む た め の 身幅 は，こ れ ら各突出点を外包す る柱面 の

周囲長に 相当す る とい える．こ の 値 は ， 各外方突 出点位

（図 4 ）の 水平断 面重合 図 （図 5）外包囲 1 相 当 し，テ

ーブ メ ジ ャ
ーに よ る人体か らの 直接計測は不 可能で あ る

が，こ の 重合図か ら計測が 可能 で ある．水平断面重合図

は 3次元人体計測装置に よっ て 計測 した各 水平断面 の X

軸，Y 軸 をそ ろ えて 重合 し作成す る こ とが で きる．

　  ダーツ お よび 縫 目は 原 則 として 各面 の 転換位置に

は い る が，前記の 適合条件の 範囲で あれば ， 図 2 に 示 し

た B面とC 面，B 面 とD 面，あるい は H 面 とG 面な どの

境界線 の よ うに 布面が折 れ 曲が っ て 稜線 に な る こ とも可

能で ある．こ こ で は 前 ・後面 の ア
ーム ホ ール ダーツ は

，

それぞれの 突点に 最短距離とな る部分に い れ た こ とに よ

り，稜線以外の と こ ろ の ダ ーツ とな っ て い る．
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後

曳

図 4．水平断面計測部位

上半 身外包囲 ・

　 「

図 5，水平断面重合図

表 L 計測点 ， 計測基準線

名 称 定 義

計　測 　点

　 フ ロ ン トネ ッ ク ポ イ ソ ト （FNP ）

　 サ イ ドネ Ptク ポ イ ン ト （SNP ）

　 パ
ッ ク ネ ッ ク ポ イ ン ト （BNP ）

　 シ s ル ダーポ イ ン ト 1 （SP ，）

　 シ ヨ ル ダ ーポ イ ソ　ト 2　（SPI）

　 バ ス トポ イ ソ ト （BP）

　前腋点

　後腋 点

　蔽窩 点

　肩 甲 上 部 後突 点

JIS　LOIII 　 tC準 ず

JIS　LOIII に 準ず

jlSLOIIIに 準 ず

肩 峰 点 を 通 る 腕 付 根 線 と 肩 稜 線 と の 交 点

肩 稜 線 と そ の 接 線 の 接面 外 側端

JIS　LO111 に 準 ず

前腋 窃裂上 端 の 点

後 腋 窩裂 上 端 の 点

腕 付 根 最下 端 の 点

肩 甲 棘 内 側 部 の 体 表 に あ ら わ れ た 突 点

計測 基 準線

　前正 中線

　後正 中線

　バ ス ト ラ イ ン　（BL ）

　 シ n ル ダ ーライ ソ （SL）

　チ ェ
ス トラ イ ソ （CL ）

　ウ エ ス ト ラ イ ソ （WL ）

　ネ ッ ク ラ イ ン （NL ）

　腕付 根線

　仮 そ で 付 線

JISL　OIII　 1こ 準ず

JISLOI11に 準ず

JIS　I．01H に 準ず

SNP と SP
匚 を結ぷ 線

腋 窩点 を通 る 水 平 面 と 体 表 面 の 交線

右体 側部の 最も内方に くび れ た 位 置 を通 る水 平 面 と体 表 面 の 交 線

JIS　LO111 に 準ず

SPt，前腋点，腋窩点，後腋点 を 通 る 曲線

SP2，前 腋 点，臓 窩点，後 腋 点 を通 る 曲 線

　  ウ エ ス トダーツ は ，各 ダー
ツ と もダーツ 中心 に た

て糸が通 り （適合条件 2）よ り），
WL 断面 の 法線方向の

視線，また は こ れ と，ダーツ 先端点の 水平断面の 法線方

向 との ほ ぼ 平均的な 視線で 垂 直に 見え て い る．こ の 状態

は
一

般的な衣服の 構成線と して は ， 無理 の な い 状態とい

え る．また ダーツ と ダーツ の 中間 の た て 布 目は ， そ の 位

置で 上 記 と同様 の 視線で ほ ぼ垂直1 見えて い る．

  肩 縫 目線 で は，背 肩 幅 （BNP 〜SPD ，胸肩 幅

（FNP 〜SP，）位置で 布面と体表面を無理 な く沿わせ た と

86

きに，なお肩部 に の こ る微妙な複曲面を作るた め に，ご

くわずか の ， 前肩 の 伸ば し と， 後ろ 肩の い せ こ み が必要

とな る．

　（2）計 測 項 目，計測 方法

　且）　計測点，計測基準線

　前項 の 作図理論 をふ ま えて ， 各構成面の 頂点， 上 半身

原型として 被覆す る境界線，お よ び前 ・後中心 線な どを

計測 点，計測 基準練 と し て 設定 し た （表 1）．定義は お

お むね Jls規格に 従 っ て い るが ， 特別に 条件を 設定した

（且216）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

成人 女子 用 上 半 身 原 型 作 図法 rc関 す る研 究

表 2．計　 測　 項　　目

計 　測　項　 目 定 義
作図

手順 No，

120

」

4567890

且

　

　

　

　

　

　

1　　
1

背 丈

後丈

｛器叢 攤 翻

BNP 〜肩甲上 部後突点

後肩 先斜丈

背肩幅

畧署
後 肩 先 丈

｛蹴鵞翻
脇 丈

12　 前 中心丈

345678901234111

且

ll

盒

22222

FNP 〜BP

前 丈

｛1黼r｝
前肩 先斜丈

農冨
幅

前 肩 先 丈

｛識驚謝
バ ス ト

ウ エ ス ト

くび 付根囲

仮そ で 付線囲

JISLOIIIお よ び 日本 人 体 格 調査 計 測法 に 準 ず

JISLOIIIに 準 ず

　 計測線 が 肩 甲下 角 の 突 出 を 外 れ る場 合 に は 計 測補 助 板 を 用

　 い る

BNP か ら肩甲上部後突点 ま で の 実 長

SP2 か ら肩 甲上 部 後 突 点 まで の 実長

BNP か ら SP2 ま で の 実長

SNP か ら SP2 ま で の 実 艮

後 正 中線 か ら 後腋点 ま で の 水 平実 長

SP
， か ら後 腋 点 を通 りそ の 垂 直 下 WL ま で の 実 艮

窩点か ら垂 直 下 WL ま で の 突 長 ．た だ し 計 測 時 に は
，

　 CL 高 を前 腋点 下 tC詑 し，そ こ か ら WL まで の 垂 直 実 長

FNP か ら前正 中 WL ま で の 実 長．た だ し左右の 乳房に 計

　測補 助 板 をわ た して そ の 表面 を 通 る

FNP か ら BP ま で の 実長

JIS　LOIII 　 tこ 準ず

SP2 か ら BP ま で の 実長

FNP か ら SP ， ま で の 実長

前 正 中 線 か ら前腋点 ま で の 水 平 実 長

SP2 か ら前 腋 点 を通 り，そ の 垂 直 下 WL ま で の 実 長

JISLOIIIに 準ず

ウ エ ス トラ イ ソ 周囲長

JIS　LO111 に 準ず

仮 そ で 付線周 囲長

国

国

圍

　

　

　

囮

團

固

圈

囮

圄

回

回

回

回

回

囮

圖

囮

囮

囮

もの に つ い て は 表中に 示 し た．

　2）　計測項 目， 計測方法

　各構成面 の 辺 の 長 さ （稜 線長 ）に 相当す る体表長 の 計

測 は，テ ープ メ ジ ャ
ー計測 と し，上 半身外包囲，ウ エ ス

ト ダ ーツ 量 等 は
， 非接触 3次元人体計測装置に よ る 水平

断面 （以下断面 と略す）計測結果を用い た，

　メ ジ ャ
ー計測項目は 図 3 に 示 す稜線長，背幅，胸 幅等

の 作図必要寸法 の ほか ，バ ス ト， ウ＝ス ト， くび 付根囲，

仮そで 付線囲等を加えた ，表 2 に は その 番号 と名称，お

よ び 後述す る 作図法の 手 順 番号を 示 し た ．背 丈，前 中心

丈は ，薄い ア ク リル 板を あて て 左右の 突出 を カ バ ーで き

る長 さを計測 した．計測は 同
一部位に つ い て 4 回 以 上行

い ，3 回以 上 同一
値を 得た 値 を用 い た．

　断面計測項 目は，図 4 に 示 した よ うに 前腋点位，螢腋

点位，チ ェ ス トラ イ ソ （CL ），
バ ス トライ ソ （BL），　WL

で ある．WL 以外は，上半身外包囲を決定す る た め の

各外方突 出点位で あ る．肩甲下 角点位 は 後腋点位 また は

CL と ほ ほ 同位 と な る た め 省い た ．

　使用 した 非接触 3次元 人体計測装置は ，
v 一ザ 光源 6

個を 用 い ，お の お の の 光を ミ ラ
ー

回 転 させ る こ とに よ っ

て 体表を ス キ ャ ニ ソ グ させ ，そ の 反 射を CCD カ メ ラ に

受けて 距離計測を行い ， 体表面を約 4mm ピ ッ チ で 3次

元 座標値として 計測で きる 装置
le）

で あ る．

　（3）作図方法

　作図 は ，三 角形 ， 四 角形 の 合同条件 と柱面展開法 の 原

理を組 み合わ せ て応用 した．布地 が た て，よ こ 糸の 交差

角度を変えな い で容易 に 単曲面を形作る性質を もっ て い

る こ とを前提 に して い る．

　 1） 外形 の 作図

　図 5 か ら求 めた 外包囲に ， 布地が 人体を包むた め の 外

まわ り分 O．5crn を加えて 身幅を設定し，前 ・後中心線

は 垂直，WL は 水平として 外枠を設定す る （図 6−1）．外
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2

トー一一一
右 半身 外包囲 ＋　O．5−一一一一剣

［7］＝  ＋o．15　 ［181＝ヱ
ーo．盈5

E 一  ＋ o．25　 is一  ＋ e、25
　 　 ［1の 数字は 作図 丁

・順 ．その 他 は単位 

尸　舮　甲

●

ノ

・
、

，

／

、

ぐ
丶

フ
’」

叡
前
腋
点

・　　Ct

とを比 較 し，同 値，また は え り ぐり寸法 の ほ うが大 とな

る こ とを確認す る （図 6−2），

　 2）　 ウ エ ス ト ダーツ

　 ウエ ス トダーッ は 上 半身の 各外方突点 の 真下に 取る も

の とした．た だ し腋窩で は 必ず し も明瞭な突点がみ られ

ない が，脇線は 衣服 の 構成線 として 多用 され るた め 作図

上 で 身幅／2 の 位置を脇線 と仮定 し，ダー
ツ量を入 れ る も

の と した．また 後腋点下 ダーツ は ，後腋点直下で は そ で

ぐ り線 と鋭角的に 接 し て 縫製 しに くい た め ， 差 し 支えな

い 範囲 （作図上 で 且cm ，断面図 上で 0．75   1）で 先端

を内方に 移動 し た，各 ダーツ 量 は 断面 重合図か ら求め た ．

　図 7 ，8 は その 計測方法 と，原型 へ の 記入 方法 で あ る．

これは 原型衣適合条件， と くに   お よび作図理論 の 抽

出   ，  に よ っ た もの で あ る．た だ し各断面図 と も，

各方向 で 微 妙 に 曲率 が変化 し て い る た め ，仮説 と し て 図

7 に 示 した よ う｝こ WL 厚径 の 1／2 線上 で，仮 曲率中心

（ン 点を設定 し （図 7− 1），ダー
ツ線 お よ び ダー

ツ 量計測

の た め 分割線を 記 入 して （図 7− 2 ）ダーツ 量の 計測を行

っ た、分割線 は，立体裁断時に ， 各 ダー
ツの ほ ぼ 中間で ，

　　　 図 6．原型 の 外形作図 法

1： 外形 の 作図．2： え り ぐ り， そ で ぐ ウ

まわ り分は 0，25   ずつ を背幅 ， 胸幅に 振 り分けて 加え

る もの と し ， そ れ 以外は メ ジ ャ
ー
計測 値 を用 い て 図 6一且

の よ うに 原 型 の 外形 を 作 図す る．図中 の 番号 は，作 図 手

順 を示 す番号に な っ て お り，矢印の 方向に 表 2 に 示 した

計測項 目の 値 を と る．作図上 の 計測 点 は，前 ・後中心線

上 の BNP ，　 FNP の ほ か は矢印方向に と っ た 2 計測値の

交点で 決 ま る．前 ・後肩幅の O．15  の
一，＋ は作図

理 論の 抽出   に よ る もの で ある．

　そで ぐりは前後それ ぞ れ の SP2 か ら後腋点 ， 前腋点

を通りそ で ぐり底に 至 る仮の 線を記入 し，それ に沿っ て

回L 圃 を SP2 か らそ れ ぞれ 矢印方向に と り，人 体 と作

図 上 の 肩 先丈の 差を ア ーム ホ ール ダ ーッ とす る．前後そ

れぞれの ア ーム ホ ール ダーッ をた た ん だ状態に して，前

SPt
， 前腋点，　 CL ， 後腋点，後 SP， を結 び，前後 の つ

なが りの よい 曲線と した （図 6−2）。仮そ で 付線囲と ， ダ

ー
ツ を除 い た こ の そで ぐり寸法を比較して ， 同値， また

は そ で ぐり寸法 が大 で ある こ とを確認す る．

　前え り ぐりは，SNP ，　FNP を二 つ の 頂点とす る 矩形を

設定 して，そ の 対角綴上 の 1点 を通 る曲線 と し，後ろ え

り ぐりは ， 前 え り ぐりに つ な が りの よい 曲線 で ， 後中心

に 水平に はい る もの と した，くび付根囲とえりぐ り寸法

88 （121B）
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図 9．立体と展開図の対応

●

法線方向の 視線で た て 糸を垂直に 通 した 位置で ある．

　3） 立体と展開図の 対応

　図 9 は，図 2 に 示 した 原型衣立体各構成面 の 展開図上

で の 位置を 示 した もの で あ る．適合条件   ，   よ り，

P，Q，が 直角 と定 ま り，　 PQ 間 の 距離は 作図 理 論の 抽出

  に 従い ，図 5 に 示 した 上半身外包囲に な っ て い る．図

2 お よび 図 3 に 示 した各構成面 の 辺の 長 さ， お よびそ の

他の 体表長 は，作図理論 の 抽出   に 従 っ て 背幅，胸幅

に α 25   の 外 まわ り分 を加 えた 他 は 展 開図 中の 作図 線

の 長さと一致 して い る，

　4．　 結果お よ び譽察

　（1）着装結果お よ び考察

　原型衣着装結果は 図 10 に 2例を示す．こ れは さ き に

示 し た 適合条件に 照合 し，不適合部位 に つ い て は 補正 を

行 っ た結果で ある．補正 は 各原型図に 記録 した．

　 着装す る こ とに よ っ て 原型衣は
一

つ の 立体を構成す る．

こ れ は さ きに 多面体に 近い 可展面近似立体 と仮定 した も

の で ， 仮定の適否を検討するた め に ，
モ ア レ 写真lt〕12）を

撮影しte．使用機種は フ ジ ノ ソ モ ァ レ ヵ メ ラ FM −80 で

ある．撮影結果の 2例を図 11 に 示す．図に は モ ア レ 縞

か ら， 面 の 転換部位 を見い だ し， 稜線 と して 示 した．

　 こ の 図か ら，左右 の 乳房間，ア ン ダ ーバ ス ト舐 鎖骨

上窩，左右 の 肩甲骨間等の 凹 部 は 平面化 ， 単曲面化され て

い る こ とが観察され，作図理諭の 前提 として 原型衣立体

を図 2 に示 した よ うな，平面 と単曲面か らな る可展面近

似立体と解釈す る こ とは適当で あ る とい うこ とがで きる．

　（2）体衷長計測結果お よび補正 量 につ い て の 考察

　補正量は ， 補 正 した 各点を用い て 原型図上 で 各計測項

目 ご とに計 りなお し，体表長 との 差を求め た．結果 は 表

3の とお りで あ る．体表長に つ い て は 平均値の み を示 し

た．個人 の 補正量お よび その 平均値，標準偏差な どか ら

次の よ うな考察がで きる．

　  計測項 目 No ．　1，　3，
　一，　11，

　12
，
　13

，
　2el こつ い て は ，補

正 が ま っ た くない ，また は 2，3の 人体像に は補正が あ

る もの の 最大 α 1  以下，平均 α 03   以下 の 補 正

値で あ る こ とか ら，人体計測値を その ま ま作図寸法と し

て 使用 で きる項目で ある とい える，

　  計測項 目 N ・，8，18 に つ い て は，人体像F の 胸幅

以外の す ぺ て に プ ラ ス の 補正 値が み られ るが ，
こ の うち

0，25　crn はあらか じめ作図 時に 加 えた もの で あ る，

No．　8 背幅に つ い て の 十a ％   は，　 E ダーツ に わず

か の 量がつ まみ取られる場合の あるほ か に，背面か ら側

図 10．原型衣着装結果
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図 11．モ ア レ 縞写真 に よる上半身原型衣立体 の 確認

図 且2．乳房の ふ くらみ が側方 に は り出 した体型

面 に まわ るた め の 最小 の ゆ と りと し ての 必要t と考えら

れ る．

　No．且8 胸幅 に つ い て も同様に ， 前斜側面か ら側面に

ま わ る た め の 最小ゆ と り量 を 必 要 と して い る とい え るが，

標準偏差が α 16   と他に 比べ て やや大きし・．補正量の

大 きい 体型をみ る と， それらは 図 12 に 示す よ うに乳房

の ふ くらみ が 側方へ 大きくは りだ し て い る体型であり，

乳房の ふ くらみ を含ん で 置枚つ づ きの 布地で構成す る 原

型衣で は ， 必然的に 胸幅線上で もゆとりを必要 とする結

果とな っ て い る こ とが 読み とれ る．こ れ らの体型で は作

図上，そで ぐ り線を胸幅線に 接触させ る と不 自然な曲線

に な り， そ の こ とに よ っ て ゆとりを要求 して い る こ とを

知 る こ とがで き，こ の 場合 O．5cm 程度 ま で は迫加 して

よい とい え る．

90

　  計測項 目 N 。．2，　5，
　9

，
　14

，
　16

，
　19 に つ い て は全 人 体

像，また は 大半の 人体像 に 0．05　一・O．　3　cm の 範囲で プ ラ

ス の 補正が あ る．こ れらの 項 目は すぺ て た て 方向また は

斜め方向に 体表を 計測す る項 目で ， 肩にか か わ る項 目 で

ある．

　肩部 は ， そ の 稜線 で 前後 の 面を分け る曲率の 大きい 部

位 で ある こ と と ， 肩縫目の 縫い しろ の 重 な りが あ る こ と　　　　　　　　　　　ロ
に よ っ て ， こ の 程度 の ブ ラ ス が必要 とな る もの と考え ら

れ，こ れらの 項 目に は，作図時に あらか じめ ブ ラ ス 値を

考慮した ほ うが よ い と い える．

　  計測項目 No・2ユ〜24 は 補正量で は なく， 人体計

測値と，同位置 の パ タ ーン 上 の 寸浅との 差を示 して い る．

　（3）外包囲， ウ エ ス トダーツ 量計測結果お よび考察

　断面重合図か ら計測した外包囲 ， ウ ＝ ス トダーツ 量そ

の 他の 平均値，標準偏差 は 表 4 に 示 した．

　外包囲と身幅 の 差 O．5cm は 当初計画 した 外 まわ り分

で あ り， 身幅の 補正 は ま っ た く必要 と しな か っ た．

　身幅とバ ス トの 差 は 5．　08　cm とな っ て い る．この値は

一般に行わ れ て い る 胸度式原型作図時に （バ ス ト／2）に

加える 「ゆとり」に 相当するもの とい え るが，本質的に

は，上半身形態全体を被覆するた め に バ ス トに 加えなけ

れ ば ならな い 最小必要量である とい うこ とが で きる．

　ウエ ス トに 対す る原型ウ エ ス ト仕上 が り寸法 は，0，5

cm の ブ ラ ス とな っ て い る が， こ れ は 作図時，身幅に 加

えた 外 まわ り分が そ の ま ま ウ エ ス トの 外 ま わ り分 とな っ

（1220）
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て い る もの で あ り， 最小ゆ と り量 と して 適当 で あ っ た と

い え る．

　 ウ ェ ス トダーツ 量 は 断面か ら計測 した 値 に 対 し て 10

体 と もま っ た く補正 が必要で なか っ た．

　ダーツ 量の 部位別平均値で は，D ダ ーツ 量 が 最も多 く，

また そ の 変動係数が小 さい こ とか ら，こ の 後腋 点下 で は

体 型 に か か わ らず ダー
ツ 量が 大 きい こ とがわか る，C ダ

ーツ は 最 もダーツ 量 が 少 な く，変動係数も比較的小 さい ．

体型 に か か わ らず比較的安定 して ダーツ 量が少ない 部位

とい え る．A ダーッ 量 は 比較的小 さい が ， そ の 変動係数

は 最 も大 きい ．個 体差に よ る ば らつ きの 大きい 部位で あ

る とい え る．次い で B ダーツ 量 の 変動が 大きい，

　（4） ウ エ ス トダーツ 位置に つ い て の 検討

　 ダ ーツ 位置に つ い て は，断 面 重 合 図 上 で は，そ の 外包

囲を 形成 して い る各 外 方突出点位置に ， 仮法線方向に 設

定 した．原型作図上で は ， 外方突出点 の 真下に，ダーツ

中心 に た て 布 目が通 る よ うに 設定 した．着装結果か ら作

図 の ダ ーツ 位置は 適当 と認め る こ とが で きた が，こ れが

断面図上 の 仮法線と一致してい るか どうか を検討 した ．

　図 13 は 原型作図上 の ダー
ツ位 置を 断面図 に 記 入 し た

一
例 で あ る．この 図 に 示す よ うにすべ て の 人体像に お い

て ，原型上 の ダ ーツ 先端は 断面図外包囲に 設定 した ダー

ツ 位置 と一致 して い るが，ウ エ ス ト位置で は ず れ が 生 じ

た，図中の 脇 の 交差は ゆ と り量 で ある．

　図 14 は 人体像 10体の 仮焦点 か らの R
，
S （図 13に 示

し た 前 ・後それ ぞれ の ダーツ 延長線 の 交点） の ずれを 示

した．こ の 図の 外包囲 ，
WL は 平均図形 で あ る．

　全体的に ， ダーツ 線の 案内点として 当初設定 した 仮曲

率中心 よ り，後ろで は曲率半径が短くな り，前で は長 く

な る傾向が み られ る結果 とな っ て い る．しか し，ダーツ

間 の 分割線の 位置 ・方向に 変化が 少な い こ とか ら ダ ーツ

D

1．5
交

E e

　 　 N線＝F駅型 ターツ 位 情

図 ！3．原型作図上 の ダー

　　　 ツ位置を断 面 図 に

　　　 記 入 した
一

例

　　　　　　 （単 位 cm ）

o

匚 ●

A
「

図 14．仮焦点か らの R
，
S

　　　 の ずれ （10名）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 申位 cm

図 15．原型作図法の 訂正箇所

量 に変更が なか っ た もの と考えられ， ダーツ 量計測方法

として は，簡便さを考慮すれば 仮説は 妥当とい える．

　 （5）短寸式 原 型作図法

　前項 ま で の 検討結果か ら， 図 6 の 試案に 対 して ，肩部

に か か わ るた て，斜め 方向の 計測値に は それぞれ補正量

の 約 84　％値 （平均値 十 1標準偏差値）を mm 単位に 丸

め た 値を 加え，ま た 背幅，胸幅に は 補正結果 を考 慮 し て

O．3cm，0．2cm の ゆとりを加える もの として ， 図 15に

図 6の 試案か らの 訂正部位を示 した，図中の 番号 は計測

項 目番号で ある，こ れ らの ブ ラ ス 値は，テ ープ メ ジ ャ
ー

に よる人体計測 で は誤差量に 埋没する程度の 量で あるが，

理 論値 と して の 必 要性 を 抽出で きた 点に 意味が あ る と考

え る．ま た No ．　H 脇丈は 人体 に 用い る 場合は 且〜2  

V イ ナ ス して そ で ぐ り下 に 腋窩の ゆ と りを入 れ た ほ うが

よ い と判断 した．

　 ウ エ ス ト ダーツ は 図 7 の 算出 式の ま ま と した．

　5．　 ま と め

　本研究で は ， 人体上 半 身を最 もシ ン プ ル な 形 で 密着被

覆す る 原型衣に つ い て ， 人体形状 をや や 単純化 した，多

面体 に 近い 可展面近似立体と見な し， 人体 との 適合条件

を 明確に し て，図 学 的な 原 理 を応用 し ， か つ 布地の 特性

を利 用 して ，その パ タ
ー

ソ すな わ ち 原塑の 作図方法を組

み 立て た，それ に した が っ て 人体計測，作図，試着実験

を行 っ た．

　身幅，背幅， 胸幅に 少量の ゆとりを加えた 他は すべ て

人体計測値 を用い た作図原案に よる試着実験 で は，一部

の 計測項目に 少t の 補正 が 生 じた．こ れに つ い て ． 各個

体の 特徴を検討 し，共通性 の あ る もの に つ い て は 、 あ ら

か じめ 原型作図法 に 組 み 入れ る こ と で 図 15 に 示 す結論

を 得た．人体上 半身形態 を こ れ らの 計測値に よ っ て 把握

で きる こ とが明 らか に なれ ば， 今後 パ タ
ーソ に お ける体

型 分類 の 定義 を 明確 に して い くこ とが 可能に な る と考え
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成 人 女 子 用 上 半 身原 型作 図法 に 関 す る 研 究

られ る．

　今回 の 作図法 で は，え り ぐり，そ で ぐりに つ い て は，

通過点 を指定 して ， 作図経験に頼っ て 妥当な 曲線を 求め

えた が，こ れ に つ い て はすで に
一部報告13）した よ うに ，

今 後 の 試着実 験を 加 え て なん らか の 曲線 式 に 置 き換 え る

考 え で ある．

　 こ の 作図 方法 の もっ とも問題 とな る とこ ろ は，人 体計

測値 の 正 確 さ とい え る．こ れ に つ い て は 現在実験 し つ つ

ある 3 次元 計測装置に よ っ て，非接触に ，精度の よ い 値

を得られ る期待が あ り，今後検討を 続け る考 えで あ る．

　 こ の 実験 に さい して ご協力い ただい た東京家政学院大

学 田 中弘美助手に 深謝す る．
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